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ウ

と

ダ

ロ

ウ

の

職

能

分

化

史

キ
ー

ワ
ー
ド一

近
代
文
法
史
・

意士山
系
・
推

量
系
・

承
接
形

態
の
推

移
・

国
定
読
本

要

ヒー
目

明
治
以
降
の、
ウ
群
が
意
志へ 、
ダ
ラ
ウ
群
が
推

量へ
と
い
う
職

能
分

化
の
推

移
事
象
を
考
察
す
る
た
め
に、
資
料
と
し
て
固
定
読
本
を
取
り
上

げ
る。固

定
読
本
の
第一

期
か
ら
第
六
期へ
か
け
て
は 、
?
?
ょ
う」

の
意
志

系
が
漸
増
し、
推

量
系
が
漸
減
し
て
き
で
い
る。

ウ
群の
承
接
形

態
別
数
は
各
期
あ
ま
り
変
化
が
な
い
が 、
今
日
の
書
き

こ
と
ば
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
形

態
は 、
固
定
読
本で
も
あ
ま
り
用
い
ら

れ
て
い
な
い。

推
量
の
ウ
群
は
後
々
ま
で
文
中
に
残
り、
文
末
の
そ
れ
は
徐
々
に
ダ
ラ

ウ
群
に
替っ
て
い
っ
た。

ま
た、
推

量
の
ウ
群
は 、
そ
れ
と
類
義
で
対
を
な
す
ダ
ラ
ウ
群
に
替っ

て
いっ
た
が 、
主
な
交
替
を
年
代
順
に
挙
げ
れ
ば
「
動
詞
+
う
↓

動
詞
+

だ
ら
う」
「
動
詞
+
ま
せ
+
う
↓

動
詞
+
で
せ
う」 、
や
や
遅
れ
て
「
形

容

詞+
う
↓
形

容
詞+
だ
ら
う」
に
な
る。
そ
し
て、
ウ
群
と
交
替
で
き
な

い
独
自
の
ダ
ラ
ウ
群
も
使
用
率
を
わ
ず
か
な
が
ら
高
め
て
き
てい
る。

結
局 、
ウ
群
と
ダ
ラ
ウ
群
の
職

能
分
化
は 、
ウ
群
の
ダ
ラ
ウ
群
へ
の
交
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佐

哲

夫

伯

替
を
柱
に、
独
自
の
ダ
ラ
ウ
群
の
漸
増
を
加
え
た

事
象
と
し
て
把
え
る
こ

と
が
で
き
る。

今
日
の
ウ
と
ダ
ロ
ウ

助
動
詞
「
む
」

か
ら
「
う」

へ
の
語
形
変
化
は
平
安
末
に、

ま
た
「
ょ
う」

の
発
生
は
室
町
末
に
遡
る
よ
う
だ
が、

そ
れ
は
さ
て
措
き、

今
日「
う」
「
ょ
う」

が
意
志
系
の
意
味
職
能
を
担
う
の
に
対
し、
「
だ
ろ
う」
「
で
し
ょ
う」

が
推
量

注
-

系
の
意
味
職
能
を
担
う
こ
と
に
つ
い
て
は、

お
お
む
ね
常
識
に
な
っ
て
い
る。

い
ま
高
畑
勲
(
昭
一

O
生)

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
l
シ
ナ
リ
オ
「
お
も
ひ
で
ぼ
ろ

ぼ
ろ」
(『
引
年
鑑

代
表シ
ナ
リ

オ
集」
シ
ナ
リ

オ
作
家
協
会
編、
平
四 、
所
収)
を
取

上
げ 、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
確
か
め
て
み
る。

〈
意
志
系
〉

と
認
定
し
た
も
の

①
意
志

二

人
称
者
の)
「
バ
ナ
ナ
た
べ
ょ
っ
と」

②
勧
誘(
一

人
称
者
が
二
人
称
者
を
取
込
ん
で)
「
あ
っ
そ
っ
、

行
き
ま
し
ょ
〔
う〕、

お
母
さ
ん
」

③
行
為
状
態
実
現
の
直
前
(
人
称
不
問)

キ
ヨ
子、

立
っ
て
行
こ
う
と
す
る。

(
ト

書
き)

④
意
士山・
勧
誘
的
疑
問・
質
問
「
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
ま
し
ょ
う
が」
(「
が」

は
「
か
」



の
方
言
表
記)

〈
推
量
系〉
と
認
定
し
た
も
の

⑤
推
量
二

人
称
者
の、
人
称
者
不
問
を
対

象
に)
「(
略)
信
じ
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
け
ど
ね」

⑥
同
意
要
求
(一
人
称
者
の二
人
称
者
に

対
す
る)
ベ
ニ
バ
ナ
っ
て
珍
し
い
で

し
ょ

〔
う〕 。

⑦
詠
嘆
(一
人
称
者
の
自
分
め
あ
て、
量

的)
『
あ
た
し
で
よ
か
っ
た
ら」 、
い
つ

か
見
た
映
画
の
よ
う
に 、
素
直
に
そ

う
言
え
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ

〉つ 。
@
推
量
的
疑
問・
質
問
(一
人
称
者
の、

自
分
ま
た
は
二
人
称
者
め
あ
て)「
で
も

ど
う
し
て
小
学
校
5
年
生
な
の
だ
ろ

う・・・・・・」

ウとダロウの職能分化史

こ
れ
は
お
お
む
ね
話
し
こ
と
ば
で 、

こ
こ
に
は
書
き
こ
と
ば
の
ト

書
き
を
わ

ず
か
に
含
む
が 、
結
果
は
表
1
の
と
お

り
で
あ
る 。
な
お 、
こ
こ
で
は
①
の
よ

う
に
「
う」
が
促
音
に
変
わ
っ
た
り 、

②
や
⑥
の
よ
う
に
「
う」
が
脱
落
し
た

り
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
も
数

高畑勲「おもひでぼろぼろ」

<r' 91年 鑑代表シナリオ集jシナリオ作家協会編， 平 4 )
意 志勧誘実現の直前意 志・ 勧誘的 j推量同意 要求詠嘆推量的疑 計

疑問・ 質問 問・ 質問
(う) 1 2 8 5 3 (18 ) : 1 18 
よ (う) 1 2 0 2 1 ( 5): 1 5 

ー ....匹a・・・・・... . ... ...・._- -- ----- - - - ー-ーーー ・・・・・・・・・・ ー ー . .・・ ー ・・ー ー・・ ・ ・・ 伊 ・ ー ー・ ・ ・ . .・ ・ ・ ・ ・ー・ ・・・ ーー ー -------------・

だろ (う) 1 : 4 0 1 6 (11) 1 11 
でしょ(う)1 1 4 1  0 2 (44 )1 44 

計 4 8 7 4 (23 ): 5 4 1  1 8 (55) 1 78 

(表1)

え
て
い
る 。
空
械
は
各
項
ゼ
ロ
で
あ
る 。
以
下
問
じ 。

こ
の
表
に
見
る
か
ぎ
り 、
作
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が 、
話
し
こ
と
ば
で
は

「
う」
「
ょ
う」
を
意
志
系 、
「
だ
ろ
う」
「
で
し
ょ
う」
を
推
量
系
と
見
て
よ
さ

そ
う
に
思
う 。
も
っ
と
も 、
話
し
こ
と

ば
と
書
き
こ
と
ば
と
で
は 、
ま
た
ジ
ャ

ン
ル
に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
る
よ
う
に

自UPつ 。

0 -0% ) 

そ
こ
で
今
度
は 、
書
き
こ
と
ば
の
論

説
と
し
て 、
「
朝
日
新
聞」
の
「
社
説」

平
成
四
年一
O
月
分(
休
刊
日
l)
を
対

象
に 、
同
様
の
こ
と
を
調
べ
て
み
た 。

そ
の
結
果
を
表
2
に
示
す 。
た
だ
し 、

見
出
し
の
そ
れ
は
数
え
て
い
な
い 。

先
の
表
1
と
違
っ
て 、
こ
の
表
か
ら

は
「
あ
ろ
う」
(「
あ
る
だ
ろ
う」

の
意)

「
な
ろ
う」
(「
な
る
だ
ろ
う」

の
意
)

「
言

え
よ
う」「
な
か
ろ
う」
の
よ
う
に 、「
う」

「
ょ
う」
を
単
独
で
推
量
に
用
い
た
例

を 、
二
九
例
(
三
0・
二
%)
も
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る 。

具
体
例
の一
部
を
示
せ
ば
次
の
よ
う

で
あ
る 。
例
文
の
後
の
カ
ツ
コ
内
は
月

口u 。
〔
動
+
う

(推量系23 -10 0% ) う・ ょ う(意 志系

ろ
っ

七
例〕
あ
ろ
う
ム
ノ、

な

朝日新聞 の 「社説J (平 成 4 年 10 月 分、 休刊 日 1)
意 志勧誘実現の直則仮 想 j推量仮 想、詠嘆推量的疑 計

問・ 質問
う 14 1 10 0 (2 5): 13 2 ( 15) 1 4 0  
ょ う 2 0  2 17 3 (42 ): 13 1 ( 14 ) 1 56 

・..・ ...・ ._- _ ._--・・・------------------・ - ー ・ ・ ・ ・ ・ . . ・--------------------ーーーーーーー-ー

だろ う : 67 1 1 33 (102 ) 1 102 
であろ う 14 0 0 0 ( 14 )  1 14 
でしょう 2 0 0 0 ( 2 ) 1 2 

計 34 3 27 3 (67 ): 10 9 2 1 3 5  (147 ) 1 2 14 
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(推量系 2 9-3 0 .2% )う・ ょ う(意 志系 67 -69.8% )

(表2)



⑨
政
治
的
な
困
難
は
あ
ろ
う
が 、
(一
0・
二

〔
形
+
う

五
例〕
な
か
ろ
う

二

安
か
ろ
う

多
か
ろ
う
一

⑩
米
国
や
旧
ソ
連
の
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
め
た
国
際
的
な
管
理
体
制
の
整

備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
(一
0・
二
四)

〔
助
動
+
う

三
例〕
た
ろ
う

三

⑪
政
治
改
革
を
加
速
さ
せ
る
な
ど
決
意
を
示
す
方
法
も
あ
っ
た
ろ
う 。
(一
0・

一
ムハ)

〔
動
+
ょ
う

八
例〕
い
え
よ
う

五

で
き
よ
う
一

す
ぎ
よ
う
一

直
面
し
よ
う
一

⑫
こ
う
し
た
手
法
で
の
司
法
審
査
そ
の
も
の
は 、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
い
え

ょ
う 。
(一
0・
三
O)

〔
助
動
+
ょ
う

六
例〕
(
ら)
れ
よ
う

六

⑬
こ
れ
ら
の
勢
力
に
比
べ
れ
ば 、
市
民
同
盟
は
中
道
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う 。

(一
0・
一
九)

ま
た 、
「
だ
ろ
う」
よ
り一
層
書
き
こ
と
ば
的
な
形
の
「
で
あ
ろ
う」
や
丁
寧

体
の
「
で
し
ょ
う」
が
み
つ
か
る 。

要
す
る
に 、
話
し
言
葉
に
見
ら
れ
な
い
「
う」
単
独
の
推
量
用
法
が
書
き
言

葉
に
は
今
日
な
お
相
当
量
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。

だ
が
「
う・
ょ
う」
が
意
志
系
へ 、
「
だ
ろ
う・
で
し
ょ
う」
等
が
推
量
系
へ

と
い
う
職
能
分
化
は 、
明
治
以
降
今
日
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る 。

悪
か
ろ
う

固
定
読
本
に
見
る
ウ
と
ダ
ロ
ウ
の
分
化

そ
こ
で 、
次
に
国
立
国
語
研
究
所
編『
固
定
読
本
用
語
総
覧

1
1
7』
(
昭

六
0
1

平
四 、
続
刊
中)
お
よ
び 、
そ
の
後
を
埋
め
る
た
め
の 、
海
後
宗
臣
編『
日

本
教
科
書
大
系

近
代
編

第
八
1

九
巻

国
語(
五)
(
六)』
(
昭
三
九)
を
資

料
と
し
て
取
り
上
げ
る 。
固
定
(
国
語)
読
本
を
取
り
上
げ
る
の
は 、
こ
れ
が

各
時
代
の
国
語
の
規
範
的
役
割
の
一
つ
を
果
し
て
き
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ

注
2号令 。
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表
3
に
は
「
う
・
ょ
う」
の
系
列
別
百
分
率
と
そ
の
用
例
数
を 、
表
4
に
は

推
量
系
の
「
う・
ょ
う」
群
と
「
だ
ら
う
・

で
あ
ら
う
・

で
せ
う・
で
あ
り
ま

せ
う・
で
ご
ざ
い
ま
せ
う」
群
と
に
分
け
て
百
分
率・
用
例
数
を
示
し
た 。
表

中
の
各
期
読
本
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
説
明
を
加
え
れ
ば 、
次
の
よ
う
で
あ
る 。

第一
期
(
明
治
三
七
年
か
ら
使
用 、
俗
称
イエ
ス
シ
読
本)

第
二
期
(
明
治
四
三
年
か
ら
使
用 、
ハ
タ
タ
コ
読
本)

第
三
期
(
大
正
七
年
か
ら
使
用 、
ハ
ナハ
ト

読
本)

第
四
期
(
昭
和八
年
か
ら
使
用 、
サ
ク
ラ
読
本)

第
五
期(
昭
和一
六
年
か
ら
使

用 、
ア
サ
ヒ
読
本 、
戦

後 、
削
除
修
正
さ
れ
た

教
材
が
あ
る)

第
六
期(
昭
和二
二
年
か
ら
二

四
年
ま
で
使
用 、
み
ん

ない
い
こ
読
本)

(
昭
和
二
四
年 、
検
定

移
行
へ
の
模

範
と
し

て
作
製
ま
た
使
用 、
ま

こ
と
さ
ん
は
な
こ
さ

ん)

同

固定読本に お け る ウ・ ヨウの

系列別百分率(カッコ内は例数)

意 志系 推量系 言十

第1期 77 .1 ( 54 ) 22 .9 (16 ) ( 7 0 )  
第2 期 7 8.3 ( 65 ) 2 1. 7 (18) ( 83 ) 
第3 期 76 .0 (133 ) 24 .0 (42 )  (175 ) 
第4 期 7 9.9 (25 9) 2 0 .1 (65 )  (324 ) 
第5 期 88.8 (2 94 ) 11.2 (37 )  (33 1) 
第6 期 92 .6 (4 10 ) 7 .4 (33 )  (443 ) 
同(昭24 ) 10 0 .0 ( 63 ) 0 .0 ( 0 )  ( 63 ) 

(表3)

注 第5期『コトパノオケイコHことばのおけい
こjは省く



し
た
が
っ
て 、
こ
れ
は
明
治
以
降
今
日
ま
で
の
中
期 、
五
0
年
間
弱
の
考
察

と
い
う
こ
と
に
な
る 。

こ
の
表
3
に
見
る
か
ぎ
り 、
第
三
期
(
大
七
よ
り
使
用)
に
つ
ま
づ
き
が
あ
る

も
の
の 、
「
う・
ょ
う」
単
独
で
の
意
志
系
百
分
率
は
漸
増
し 、
そ
れ
に
伴
っ
て

推
量
系
の
方
は
漸
減
し
て
い
る 。

ま
た 、
表
4
に
見
る
と、
推
量
系
の
意
味
を
示
す
の
に 、
こ
ち
ら
は
第
三
な

い
し
は
四
期
に
つ
ま
づ
き
が
あ
る
も
の
の 、
「
う・
ょ
う」
単
独
で
の
百
分
率
は

漸
減
し 、
そ
れ
に
伴
っ
て
そ
の
複
合
形
「
だ
ら
う
・

で
あ
ら
う・
で
せ
う・
で

あ
り
ま
せ
う
・

で
ご
ざ
い
ま
せ
う」
の
百
分
率
は
漸
増
し
て
き
で
い
る 。

こ
こ
で一
つ
注
意
し
て
お
け
ば 、
昭
和

二
四
年
刊
の『
ま
こ
と
さ
ん
は
な
こ
さ
ん』

『
い
な
か
の
い
ち
に
ち』
『
い
さ
む
さ
ん
の

う
ち』
は
以
後
の
検
定
教
科
書
の
模
範
と

し
て 、
た
だ
し一
年
生
用
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で 、
民
主
化
の
線
に
沿
っ
た 、
社

会
性
重
視
の
教
科
書
に
な
っ
て
い
る 。

表
5
は
右
三
教
科
書
に
お
け
る
そ
れ
を

そ
れ
以
前
の
表
に
な
ら
っ
て
示
し
た
も
の

で
あ
る 。

『
ま
こ
と
さ
ん
は
な
こ
さ
ん」
に
勧
誘

の
「
う」
が
多
く 、
話
し
言
葉
的
な
「
で

し
ょ
う」
の
多
い
の
は
こ
の
社
会
性
重
視

の
事
情
に
根
ざ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。

が 、
と
も
あ
れ
右
の
諸
表
に
は
単
独
形

の
「
う・
ょ
う」
群
が
意
志
を
担
い 、
「
だ

ウとダロウの職能分化史

推量系の語群別百分率(カツコ内は例数)

う・ ょう だらう・ であらう・ でせう他 言十

第1期 37 .2 (16 )  62 .8 ( 27 ) ( 43 ) 
第2 期 2 9.5 (18 )  7 0.5 ( 43 ) ( 6 1) 
第3 期 2 1.8 (42 )  78 .2 (15 1 除意 志 1) (193 )  
第4 期 25 .1(65 ) 74 .9 (194 )  (25 9) 
第5 期 15 .0 (37 )  85 .0 (2 09) (246 ) 
第6 期 8 .1 (33 )  91. 9 (372 ) (4 05 ) 
同(昭24 ) 0.0 ( 0) 100.0 ( 24 ) ( 24 ) 

(表4)

ら
う
・

で
あ
ら
う・
で
せ
う・
で
ご
ざ
い
ま

せ
う」
群
が
推
量
を
担
う
と
い
う
方
向
へ
の

職
能
分
化
が
見
ら
れ
る 。

そ
こ
で 、
こ
れ
を
固
定
読
本
に
限
定
し 、

ま
ず 、
推
量
の
職
能
を
担
う
「
う・
ょ
う」

群
(
H
ウ
群)
と
「
だ
ら
う・
で
あ
ら
う・
で

せ
う・
で
ご
ざ
い
ま
せ
う」
群(
H

ダ
ラ
ウ
群)

が
そ
れ
ぞ
れ 、
い
つ
ど
の
よ
う
な
承
接
形
態

を
取
捨
し
て
き
た
の
か 、
そ
れ
は
ど
ん
な
理

由
に
よ
る
の
か
な
ど 、
以
下
そ
の
辺
の
事
情

注
3

を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る 。

な
お 、
「
で
あ
ら
う・
で
せ
う・
で
あ
り
ま

せ
う・
で
ご
ざ
い
ま
せ
う」
等
を
同
じ
ダ
ラ

ウ
群
に
含
め
る
の
は 、
こ
れ
ら
が
等
し
く 、

ア

推
量
を
基
本
的
意
義
と
し
て
持
っ
て

い
る
こ
と

イ

名
詞・
状
名
詞
(
H

形
容
動
詞
語
幹)

の
み
な
ら
ず
形
容
詞・
動
調
に
も
後
接

可
能
と
い
う
外
的
職
能
を
持
っ
て
い
る

こ
と

注
4

に
よ
る 。

「
だ
ら
う・
で
せ
う」
の
「
だ
ら・
で
せ」
を
断
定
の
助
動
調
「
だ・
で
す」

と
別
扱
い
に
す
る
の
も 、
こ
の
外
的
職
能
の
違
い
に
よ
る 。

まことさんはなこさん

(第6 期のうち昭24 版、 検定移行への模範とし て 、 また使用)

う
よ う

-
つ

惨
つ
よ一

41

ろ

し一
言

だ
で

う・ょう(意 志系

言十

2 
6 
8 (24 ) 1 87 

i推量同意 要求質疑推
4 (55 ): 

) 2 ( 8 )  : 
0 

12 
6 (63 ): 12 

。
4 
4 

0一一一0% )推量系

意 志勧誘勧誘同意 質疑意
7 

7 
63一一 100%

5 3 9  
5 

10 4 0  

(表5)

19 



推
量
ウ
に
お
け
る
承
接
形
態
別
数
の
推
移

第一
期
(
明
三
七
か
ら
使
用)
に
現
れ
る
推
量
系
の
「
う」
一
六
例
(「
ょ
う」

無)
は
す
べ
て
「
ま
す」
の
未
然
形
「
ま
せ」
に
後
接
し
て
お
り 、
意
味
は
推
量 、

反
語 、
同
意
要
求 、
質
疑
に
わ
た
る 。
こ
こ
で
丁
寧
体
を
普
通
体
に
変
え
た
場

合
の
こ
と
を
考
え
て
前
接
す
る
動
詞
を
行
為
動
詞
(
そ
の
文
脈
で
お
お
む
ね
受
動

態
可)
と
状
態
動
調(
お
お
む
ね
受
動
態
否)
に
分
け
て
み
た 。
結
果
は
次
の
よ
う

で
あ
る 。行

為
動
詞
+
ま
せ
+
う

四

同
+
補
助
動
詞
+
ま
せ
+
う
一

状
態
動
詞
+
ま
せ
+
う

一
一

計

一
六

状
態
動
詞
が
断
然
多
い
が 、
行
為
動
詞
の
場
合
と
状
態
動
調
の
場
合
の
例
を

一
つ
ず
つ
挙
げ
て
み
る 。

⑪
汽
車
は 、
こ
こ
で 、
と
ま
り
ま
せ
う
か 。
(「
行
為
動
詞
+
ま
せ」
に
後
接)

⑮
タ
ロ
l

ハ
キ
ッ
ト 、
カ
シ
コ
イ
ヒ
トニ
ナ
リ
寸叫
ウ 。(「
状
態
動
詞
+マ
セ」

に
後
接)

今
な
ら 、
そ
れ
ぞ
れ
「
と
ま
る
で
し
ょ
う
か」
「
ナ
ル
デ
シ
ョ
ウ」
に
な
り
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る 。

ち
な
み
に 、
「
行
為
動
詞
+
ま
せ
+
う」
の
「
う」
は 、
文
脈
の
支
え
が
な
り

れ
ば
意
志
系
の
解
釈
可
能
だ
が 、
「
状
態
動
詞
+
ま
せ
+
う」
の
「
う」
は
意
志

系
の
解
釈
を
受
け
る
可
能
性
(
推

量
か
意
志

か
の
ま
ぎ
れ)
が
ゼ
ロ
に
近
い 。
推

量
系
に
「
状
態
動
詞
+
ま
せ
+
う」
の
多
い
理
由
の一
つ
は
こ
の
辺
に
あ
る
と

思
わ
れ
る 。

な
お 、
「
行
為
動
詞
+
補
助
動
詞
+
ま
せ
+
う」
の一
例
は
「
書
い
て
あ
り
剖

せ
う」
で 、
以
降
こ
の
類
に
お
け
る
「
ま
せ」
は
状
態
動
詞
相
当
に
後
援
し
て

い
る
と
し
て
処
理
す
る 。

そ
こ
で 、
推
量
系
の
「
う・
ょ
う」
に
前
接
す
る
語
句
を
加
え 、
期
別
に
整
理

注
5

し
て
み
た 。
結
果
を
表
6
に
示
す
が 、
承
接
形
態
は
受
け
部
に
限
っ
て
挙
げ
る 。

そ
し
て 、
そ
れ
は
動
詞(
必
要
あ
れ
ば
行
為
と
状
態
に
分
け
る) 、
形
容
詞 、
状
名

詞 、
名
調
か
ら
「
う・
ょ
う」
ま
で
と
し 、
以
降
の
助
詞
類
は
切
り
捨
て
る 。

ま
た 、
こ
の
表
で
は 、
期
別
に
承
接
形
態
別
の
例
数
を
示
し
た
が 、
参
考
の

た
め
に
朝
日
新
聞
の
社
説
の
分
(
先
の
表
2)
を
整
理
し
て
加
え
た 。

こ
の
表
で
見
る
と
承
接
形
態
数
は 、

第一
期
(
明
三
七)

形
態

推量ウ・ ヨウの承接形態と例数

承接形態 \ 期 1 II III IV V VI 計 社説
行為動詞+ませ+う 4 1 4 9 
状態動詞+ませ+う 12 10 2 0  12 6 4 64 
行為動詞+う 1 1 2 
状態動詞+う 1 6 24 9 16 56 15 
行為動詞+れ+ょう 1 1 2 6 
行為動詞+れ+ませ+う 2 1 3 
行為動詞+れ+補動+う 2 1 3 
状態動詞+なか ら+う l l 
形容認+う 3 5 16 13 5 42 5 

ー・・ーーー・・・・ーーーー ーーー・------ -ー ・ー------- - - - - - ーー・-- ーーーーー - ・ ・ー・ー

行為動詞+たら+う l 2 3 
状態動詞+たら+う 1 3 3 1 7 2 
行為動詞+まし +たら+う l l 
形容詞+たら+う 1 2 2 5 l 

状名詞+だっ+たら+う l l 
名詞+だっ+たら+う 1 1 2 
名詞+であっ+たら+う 5 5 10 

言十 16 18 42 65 37 33 2 11 2 9  

(表6)
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注 .動詞は「動+補動Jを含み、 名詞は形式名詞を含む

「れjは「られjを、「うjは「ょうjを含む



ウとダロウの職能分化史

第
二
期
(
明
四一
三

六
H

第
三
期
(
大
七)

一
一
H

と
増
え
て
き
て
い
る 。
第
三
期
に
は
じ
め
て
現
れ
た
五
形
態
は
い
ず
れ
も「
1

た

ら
+
う」 、
す
な
わ
ち
「
う」
の
「
た」
へ
の
後
援
形
で
あ
る 。
だ
が 、
こ
の
第

三
期
の一
一
形
態
を
峠
と
し
て 、
以
降
は 、

第
四
期
(
昭
八)

八
形
態

第
五
期
(
昭
二ハ)

七
万

第
六
期
(
昭
二
二)

八
H

と
低
下
低
迷
し
て
い
る 。

な
お 、
第
六
期
で
も
「
昭
二
四
版」
に
は 、
表
3 、
表
4 、
表
5
に
見
る
よ

う
に
「
う・
ょ
う」
の
推
量
系
が
な
い 。
と
い
っ
て 、
こ
こ
で
推
量
系
の
「
う・

ょ
う」
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い 。

今
日
の
社
説
(
平
四)

五
形
態

と
残
つ
て
は
い
る 。
だ
が 、
資
料
の
量
の
大
小
を
無
視
し
て
言
え
ば 、
固
定
読

本
の
四
・

五
・

六
期
に
比
べ 、
減
少
傾
向
に
あ
る 。
そ
し
て 、
こ
の
傾
向
は 、

普
通
体
の
承
接
形
態
に
限
っ
て
も 、

第一
期

零
形
態

第
二
期

三
H

第
三
期

七
万

第
四
期

七
H

第
五
期

六
H

第
六
期

七
H

社
説

五
H

と
ほ
ぼ
同
様
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

ち
な
み
に 、
普
通
体
の
承
接
形
態
の
う
ち
国
定
読
本
に
あ
っ
て
今
日
の
社
説

に
な
い
も
の
を
挙
げ
れ
ば 、
次
の
よ
う
で
あ
る 。
ロ
ー

マ
数
字
は
期
数
を
示
す 。

〔
行
為
動
詞
+
う〕

二
例

⑮
へ
い
け
方
は
が
け
の
上
か
ら 、
て
き
の
軍
ぜ
い
が
攻
め
こ
ま
う
と
は
ゆ
め

に
も
思
は
な
い 。
(
日)

〔
行
為
動
詞
+
れ
+
補
動
+
う〕

三
例

⑪
わ
た
し
が 、
こ
こ
で 、
こ
ん
な
に
し
か
ら
れ
て
ゐ
よ
う
な
ど
と
は 、
(
W)

〔
状
態
動
調
+
な
か
ら
+
う〕

一
例ーし注

6

⑮
地
に
は
あ
ら
そ
い
が
た
え
な
か
ろ
う
が 、
(
明日)

〔
行
為
動
調
+
た
ら
+
う〕

三
例

⑮
お
い 、
み
ん
な、
聞
い
た
ろ
う 。
(
羽)

〔
状
名
詞
+
だ
っ
+
た
ら
+
う〕

一
例

⑮
あ
の
文
章
は 、
ず
い
ぶ
ん
へ
た
だ
っ
た
ろ
う 。
(
羽)

〔
名
詞
+
だ
っ
+
た
ら
十
う〕

二
例

@
そ
れ
程
の
手
が
ら
だ
っ
た
ら
う
か 。
(
W)

〔
名
調
+
で
あ
っ
+
た
ら
+
う〕

一
O
例

⑫
阿
礼
は 、
そ
れ
こ
そ
天
に
も
の
ぼ
る
こ
こ
ち
で
あ
っ
た
ら
う 。
(
V)

こ
う
し
て
み
る
と、
今
日
の
社
説
に
な
い
形
態
は 、
固
定
読
本
に
お
い
て
あ

ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る 。
た
だ
し 、
そ
の

中
に
あ
っ
て
最
後
の
「
名
詞
+
で
あ
っ
+
た
ら
+
う」
は一
O
例
と
か
な
り
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、
こ
れ
は
用
例
が
第
四 、
五
期
に
集
中
し
て
い
て 、
第

六
期
(
戦
後)
に
は
な
い 。
こ
れ
を
含
め
て
「
1

た
ら
+
う」
は 、
読
本
に
は
遅

れ
て
現
れ 、
や
が
て
減
少
傾
向
に
転
じ
た
承
接
形
態
か
も
し
れ
な
い 。

文
中
に
お
け
る
推
量
ウ
・
ヨ
ウ

21 

と
こ
ろ
で 、
推
量
ウ
(・
ヨ
ウ)
は
第一
期
の
場
合 、



⑫
イ
マ一一 、
ポ
ク
ラ
ヨ
リ 、
ズ
ッ
ト 、
タ
カ
ク
ナ
リ
マ
セ
ウ。
(
I)

の
よ
う
に
文
末
に 、

二ハ
例
の
す
べ
て
が
位
置
し
て
い
る 。

だ
が 、
第
二
期
以
降
に
な
る
と、

⑫
て
き
の
軍
ぜ
い
が
攻
め
こ
ま
う
と
は
ゆ
め
に
も
思
は
な
い 。
(
H)

の
よ
う
な
文
中
使
用
例
が
見
い
だ
せ
る 。

そ
こ
で 、
次
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る 。

a

期
別
に 、
推
量
ウ・
ヨ
ウ
の
位
置
を
文
末
と
文
中
に
分
け 、
各
例
数
と

文
中
百
分
率
(
文
末
・
文
中
の
全
推

量
ウ・
ヨ
ウ
に
対
す
る)

b

文
中
の
ウ
・
ヨ
ウ
に
つ
い
て
は
三
分
し
て 、

ア

例
@
の
よ
う
に
格
助
詞
「
と」
の
前
に
あ
る
も
の
H

終
止
形
と
見
な

し
う
る

イ

次
の
例
の
よ
う
に
接
続
助
調
「
が」
の
前
に
あ
る
も
の
日

準
終
止
形

⑮
其
の
原
因
は
い
ろ

/\
あ
ら
う
が 、
(
m)

ウ

次
の
例
の
よ
う
に
形
式
名
詞
の
前
に
あ
る
も
の
H

連
体
形

⑮
ね
ら
い
の
は
ず
れ
よ
う
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん 。
(
刊)

結
果
は
表
7
の
よ
う
で
あ
る 。
こ
の
表
の 、
特
に
文
中
に
位
置
す
る
例
の
百

分
率
を
見
る
と、
次
の
こ
と
が
わ
か
る 。

推
量
ウ
・
ヨ
ウ
は 、
第
五
期
に
つ
ま
ず
き
が
あ
る
が 、
お
お
む
ね
期
を
追
っ

て 、
文
末
に
お
け
る
使
用
が
滅
り 、
文
中
に
お
け
る
そ
れ
が
増
え
て
き
て
い
る 。

ち
な
み
に 、
ダ
ラ
ウ
系
の
方
の
文
中
例
数
と
全
ダ
ラ
ウ
系
例
数(
表
4
参
照)

に
対
す
る
そ
の
比
率
は
次
の
よ
う
で
あ
る 。

-

二
(
七・
四
%)

H
一
(
二・
三
%)

m
一一
一
(一
三・

八
%)

W

二
五
ご
二
・

九
%)

V

二一二
(一
一
・

O
%)

町

三
八
(一
0・
二
%)

百
分
率
を
見
る
と、
第一
期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
は 、
低
レ
ベ
ル
の
ま
ま

に
滅
り 、
第
三
期
か
ら
第
六
期

に
か
け
て
は 、
高
レ
ベ
ル
で
や

は
り
減
っ
て
き
て
い
る 。

つ
ま
り 、
推
量
ウ
群
の
う
ち

文
中
の
そ
れ
は 、
総
じ
て
後
々

ま
で
残
り 、
文
末
の
そ
れ
は 、

徐
々
に
で
は
あ
る
が 、
ダ
ラ
ウ

群
に
と
っ
て
替
ら
れ
て
き
た 、

と
い
う
こ
と
に
な
る 。
こ
れ
は 、

ウ
群
に
比
べ 、
ダ
ラ
ウ
群
は
語

感
的
に
重
い 、
文
中
に
は
重
す

ぎ
る 、
意
志
系
と
誤
解
さ
れ
る

お
そ
れ
が
な
け
れ
ば
ウ
群
の
ま

ま
で 、
と
い
う
意
識
が
働
く
か

ら
か
と
見
ら
れ
る 。

三
ー

二

〈
ウ
対
ダ
ラ

ウ〉

の
組
と
例
数
比
率
の
推
移

そ
こ
で
今
度
は
「
1
う・
ま

せ
う」
の
う
ち
推
量
系
の
意
味
を
担
う
も
の
と、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
1

だ
ら

う・
で
あ
ら
う・
で
せ
う」
を
組
と
し
て 、
そ
の
組
ご
と
に 、
ま
た
期
別
に 、

そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
き
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た 。
そ
の

結
果
が
表
8
で
あ
る
が 、
こ
の
表
で
は
「
行
為
動
詞
+
う」
を
「
行
為
動
詞
+

だ
ら
う」
に
も
「
行
為
動
詞
+
で
あ
ら
う」
に
も
対
応
す
る
と
し
て 、
そ
れ
が

わ
か
る
よ
う
に
示
し
た 。
空
欄
は
す
べ
て
〈
0
1
0〉
で
あ
る 。
ま
た 、
計
の

欄
の
カ
ツ
コ
内
に
は
期
別
に
ダ
ラ
ウ
群
の 、
推
量
「
ウ
群
+
ダ
ラ
ウ
群」
に
対

推量ウ・ ヨウの出現位置

期 II III IV V VI 計 社説
文 末 16 15 32 45 2 9  21 15 8 25 

(%) (100) (83 .3 )  (76 .2 ) (6 9.2 ) (7 8.4 )  (66 .7 ) (86 .2 )  
L土 2 5 16 6 5 34 2 

文
�ト

l 4 2 2 4 13 2 
l 2 3 6 

中 計 。 3 10 2 0  8 12 6 9  4 
(%) ( 0) (16 .7 ) (23 .8) (3 0.8) (21. 6 )  (33 .3 )  (13 .8) 

総 計 16 18 42 65 37 33 211 2 9  
注 :と=引用(仮想の「とはJ rともJを含む)

が=接続助詞 はず=ほかに多〈形式名詞
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ウとダロウの職能分化史
(表8) <ウ対ダラウ〉の組と期別例数

〈ウ群ーダラウ群〉の組
f 行為動詞+だらう行為動詞+う { 町一八 一一一一一ハ
l 行為動詞+であらう

「行為動詞+れる+だらう行為動詞+れ+ょう {L行為動詞+れる+であらう
f行為動詞+れ+補動+だらう行為動詞+れ+補動+う {
L 行為動詞+れ+補動+であら う

「行為動詞+た+だらう行為動認+たら+う {L行為動詞+た+であらう
行為動詞+れ+たら+う 行為動詞+れ+た十でもあらう
行為動詞+ませ+う一行為動詞+でせう
行為動詞+れ+ませ+う一行為動詞+れる+でせう

f行為動詞+た+でせう | 刊行為動詞+まし+たら+う { :� :;_':;:: ' - - � � . . . 1 0 { l 行為動詞+ま し +た+でせ う 1 � I I 
行為動詞+れ+まし+たら+う一行為動詞+れ+た+でせう 1 0 -2 

行為動詞+ません+でし+たら+う 行為動詞+
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す
る
百
分
率
を
入
れ
た 。
な
お 、
本
稿
で
は 、
「
の
(
ん)
だ
ら
う」
な
ど
を一

単
位
と
せ
ず 、
「(
形
式)
名
詞
+
だ
ら
う」
と
し
て
処
理
し
て
い
る 。

こ
の
表
か
ら 、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る 。

〈
1〉

ダ
ラ
ウ
群
の
%
欄
を
期
別
に
見
て
い
く
と、
減
少
や
停
滞
も
あ
る
が 、

お
お
む
ね
期
を
追
っ
て
ダ
ラ
ウ
群
が
増
加
し
て
き
て
い
る
(
第一
期
三
八・
五
%、

第
六
期
七
八・
四
%
と
倍
増) 。
と
い
う
こ
と
は 、
推
量
の
場
合 、
ウ
群
は
期
を
追

っ
て 、
そ
れ
と
意
味
的
に
対
応
す
る
ダ
ラ
ウ
群
に
と
っ
て
替
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る 。

〈
2〉

そ
こ
で 、
さ
ら
に
具
体
的
に 、
第
六
期
の 、
仮
に
5
以
上
の
組
に
限
つ

注
7

て
見
て
い
く
と、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る 。

ア

行
為
動
詞
+
う

行
為
動
詞
+
だ
ら
う

(
期
別に
示
せ
ば 、
I
o
-
-

H
l
|
o

m
-
-
I

w
o
-
-

v
o
l

u
o
7)

 

第
六
期
に
次
の
よ
う
な
ダ
ラ
ウ
群
が
急
増
し
て
い
る 。

⑫
き
っ
と
コ
ッ
ク
ス
が
大
声
で
い
う
だ
ろ
う 。
(
羽)

イ

行
為
動
調
+
ま
せ
+
う
|

行
為
動
詞
+
で
せ
う

4 
0 

IV 
。

H

1
1
0

 

v

m
o
7)

 

第
三
期
ま
で
は
ウ
群
ば
か
り
だ
っ
た
の
に 、
第
四
期
以
降
は 、
逆
転
し

て
徐
々
に
で
は
あ
る
が 、
次
の
よ
う
な
ダ
ラ
ウ
群
が
替
っ
て
増
え
て
き
て

い
る 。

⑮
で
も 、
い
ま
に
き
っ
と
来
る
で
し
ょ
う 。
(
羽)

ウ

状
態
動
詞
+
う
|

状
態
動
詞
+
だ
ら
う

(
I

H

-
-
-

m

6
1

M
 

rr

吋l

pO

つ&
〆

宅、

EV

1A

qd
、

4 
0 

。

3 
。

2 

IV 
24 
16 

9 
12 

第
三
期
以
降(
特
に
三 、
六
期) 、
次
の
よ
う
な
ダ
ラ
ウ
群
が
優
位
に
立
っ

て
き
て
い
る 。

⑮
砲
兵
か
騎
兵
に
な
れ
る
だ
ら
う 。
(
凹)

が 、
同
時
に
次
の
よ
う
な
ウ
群
も
か
な
り
多
く

使
わ
れ
て
い
る 。

⑩
我
が
国
民
の
長
所
・

短
所
を
数
え
た
な
ら
ば 、
ま
だ
外
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
ら
う 。
(
m)

エ

状
態
動
調
+
ま
せ
十
う
|

状
態
動
詞
+
で
せ
う

(
I
U
|
2

H
m
l
o

m
m
l
4

w
u
l

m
 

V
6
l

幻

W
4
1

6)

傾
向
的
に
は
イ
と
同
様 、
第
三
期
ま
で
は
ウ
群
が
優
位
に
あ
る
の
に 、

第
四
期
以
降
は 、
逆
転
し
て
ダ
ラ
ウ
群
が
次
第
に
多
く
用
い
ら
れ
て
き
て

い
る 。
双
方
の
例
を
挙
げ
て
お
く 。

@
ア
オ
イ
タ
タ
ミ
ヲ
シ
イ
タ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ。
(
H)

⑫
ね
え
さ
ん 、
助
る
で
せ
う
か 。
(
V)

オ

形
容
詞
+
う
1

形
容
詞
+
だ
ら
う

(
I

O
|
O

H

3
1
0

m

5
1
3

W

凶
|
O

V
U
1
2

m
5
1
9)

 

こ
こ
で
は
特
に 、
第
四 、
第
五
期
に
お
い
て
ウ
群
が
多
か
っ
た
の
に 、

第
六
期
に
入
る
と
と
も
に
ダ
ラ
ウ
群
が
逆
転
す
る
か
の
傾
向
を
見
せ
て
き

た 。
双
方
の
例
を
挙
げ
て
お
く 。

⑮
つ
ぎ
あ
は
せ
た
ら
よ
か
ら
う
と、
お
か
ん
が
へ
に
な
り
ま
し
た 。
(
W)

@
あ
ん
な
大
き
な
船
の
船
長
と、
コ
ッ
ク
ス
と
ど
っ
ち
が
む
ず
か
し
い
だ

ろ
う
ね 。
(
汎)

以
上 、
動
詞
を
行
為
動
調
と
状
態
動
詞
に
二
分
し
て
見
て
き
た
が 、

向
は
そ
れ
ぞ
れ 、
動
詞一
つ
に
ま
と
め
て
も
変
わ
ら
な
い 。
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ウ と ダロ ウの 職能分化史

期
の
先
後
順
に
整
理
す
れ
ば 、

a

第
四
期
(
昭
八)
あ
た
り
か
ら
「
動
詞
+
だ
ら
う」
が
「
動
詞
+
う」
に

と
っ
て
替
っ
て
多
く
用
い
ら
れ
た(
た
だ
し「
状
態
動
詞
+
う
|

状
態
動
詞
+

だ
ら
う」
に
つ
い
て
は 、
す
で
に
第
三
期
に
絶
対
数
の
逆
転
が
見
ら
れ
る) 。

b

第
三
期
ま
で
は
「
動
詞
+
ま
せ
+
う」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が 、

第
四
期
(
昭
八)
以
降
は
次
第
に
「
動
調
+
で
せ
う」
に
替
っ
て
い
っ
た 。

c

第
五
期
(
昭
二ハ)
ま
で
は
「
形
容
調
+
う」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
き
て

い
た
が 、
第
六
期(
戦
後
昭
二
二)
に
入
る
と、
「
形
容
調
+
だ
ら
う」
が
逆

転
す
る
か
の
傾
向
を
見
せ
て
き
た 。

推
量
系
に
お
い
て
ダ
ラ
ウ
群
が
ウ
群
に
と
っ
て
替
っ
て
き
て
い
る
事
象
は 、

不
明
確
な
表
現
を
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
す
る 、
役
割
分
化
の
意
図
に
支
え

ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

そ
れ
は 、
先
の
三
|

一
ーー一

で
も
触
れ
た
が 、
今 、
第
六
期
の
小
計
に
つ
い

て 、
残
存
す
る
推
量
ウ
群
の
比
率
を
見
て
も
お
よ
そ
分
か
る
こ
と
で
あ
る 。
比

率
を
示
す 。

行
為
動
詞
+
1
+
う

一
二
・

五
%

状
態
動
詞
+
1
+
う

一
二
・

八
%

形
容
詞
ほ
か
+
1
十
う

=
二
・

六
%

こ
こ
で
は 、
残
存
率
の
高
い
形
態
中
の
ウ
ほ
ど
意
志
系
へ
の
ま
ぎ
れ
が
低
い

注
8

と
言
え
る 。
ち
な
み
に 、
「
判
断」
の
語
を
少
し
誌
張
し
て
使
え
ば 、
意
志・
推

量
は 、
そ
れ
ま
で
の
叙
述
を
不
定
と
す
る
判
断
を
共
通
基
盤
と
し
て
持
っ
て
い

る 。
意
志
と
推
量
は 、
こ
の
点
で
き
わ
め
て
近
い
と
言
え
る 。

ウ
群
と
交
替
で
き
な
い
ダ
ラ
ウ
群
の
使
用
増

さ
て 、
ダ
ラ
ウ
群
に
は
た
と
え
ば

⑮
キ
ッ
ト 、
ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ
ウ
ン
ド
l

パ
ヲ
ト
リ
ニ 、
キ
タ
ノ
ダ
ラ
ウ。

(
I)

 

の
よ
う
に 、
推
量
ウ
に
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る 。
こ
れ
を
今 、

ウ
群
と
交
替
で
き
な
い
ダ
ラ
ウ
群
と
し
て 、
期
別・
形
態
別
に
例
数
を
調
べ 、

か
つ
期
別
の
計
と
百
分
率
を
出
し
た 。
こ
れ
が
次
ぺ
l
ジ
の
表
9
で
あ
る 。

こ
れ
を
見
る
と、
こ
の
類
の
ダ
ラ
ウ
群
は 、
第一
期
か
ら
第
三
期
ま
で
は
不

安
定
だ
が 、
第
四
期
か
ら
第
六
期
へ
か
け
て 、
使
用
率
を
わ
ず
か
な
が
ら
高
め

て
き
て
い
る 。
そ
し
て 、
全
体
的
に
は
付(
昭
二
四
版)
ま
で
入
れ
る
と、
や
は

り
緩
や
か
で
は
あ
る
が 、
使
用
率
を
高
め
て
き
て
い
る
の
で
あ
る 。

な
お 、
こ
の
種
の
ダ
ラ
ウ
群
増
加
の
因
は 、
一
つ
に 、
先
の
三
|

二
に
お
け

る
ダ
ラ
ウ
群
増
加
へ
の
類
推
に
よ
る
こ
と
と、
二
つ
に 、
こ
と
に
名
詞
推
量
の

ば
あ
い 、
こ
れ
が
よ
り
便
利
な
語
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る 、
と
考
え
ら
れ
る 。

そ
こ
で 、
表
8
後
項
す
な
わ
ち 、
ウ
群
と
交
替
で
き
る
ダ
ラ
ウ
群
の
計
と、

表
9
す
な
わ
ち
ウ
群
と
交
替
で
き
な
い
ダ
ラ
ウ
群
の
計
を
合
わ
せ 、
そ
れ
の 、

全
推
量
数
に
対
す
る
百
分
率
を
出
し
て
み
る 。
結
果
は
戻
っ
て
表
4
の
よ
う
に

な
る 。す

な
わ
ち 、
明
治
以
降
の 、
ウ
群
が
意
志
系
へ 、
ダ
ラ
ウ
群
が
推
量
系
へ
と

い
う
職
能
分
化
は 、
お
お
む
ね 、
推
量
ウ
群
の 、
そ
れ
と
意
義
の
上
で
対
応
す

る
ダ
ラ
ウ
群
へ
の
交
替
を
柱
に 、
ウ
群
と
交
替
で
き
な
い
独
自
の
ダ
ラ
ウ
群
の

緩
や
か
な
増
加
の
添
っ
た
事
象
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
る 。

四

と

め

ま

以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
主
だ
っ
た
事
柄
を
ま
と
め
て
お
く 。

ア

今
日 、
話
し
こ
と
ば
で
は 、
お
お
む
ね
「
う
・
ょ
う」
が
意
志
系
の
意
味

に 、
「
だ
ろ
う・
で
し
ょ
う」
が
推
量
系
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る 。
だ
が 、
書

25 



ウ群と交替で き ない ダ ラ ウ群と期別例数(表9)

付第l期i第2 期j第3 期j第4 期j第5 期j第6 期j
9 5 

1 
2 

2 
唱i
nL
qu

必“τ

唱i
qtu

形容詞+た+でせう
状名詞+だらう
状名詞+であらう
状名詞+でせう

1 
8 3 

状名詞+でございませう
副詞+だらう
副詞+でせう

3 
13 

2 
3 

2 
6 2 

2 
1 

7 34 90 
18 

86 

名詞+でございませう
〔名詞+でござらう〕
カラ(格助)+だらう
カラ(接助)+だらう
カラ(同)+であらう
カラ(同)+でせう

計
(期別全 推量数に対す る%)

17 

3 
2 

(2 ) 

3 
ダラウ群の形態

動詞+ない+でせう
動詞+ません+でせう
動詞+でございませう
動詞+た+でごさ.いませう | 
形容詞+でせう 1 

b
「ノ­せ一で一

う
+一

せ
た一

ま
+一

い
つ一

ざ
あ一
う日

ご
で一
ら日

で
+一
だ小

+
詞一
+小

詞
体一
詞一

副
連一
名一 2 9  

2 9  
3 9  

(2 ) 

2 1  

2 

3 

47 
3 1  

n同d
Fヘυ

唱Eム

内《Jv
n41u

4 
15 

"2 

き
こ
と
ば
(
新
聞
社
説)

で
は
「
う・
ょ
う」

の
三
O
%
が
推
量
系
の
意
味
に

用
い
ら
れ
て
い
る。

イ

明
治
以
降
の
「
う
・
ょ
う」

の
意
志
系
へ
、
「
だ
ら
う
・
で
せ
う」

等
の
推

量
系
へ
と
い
う
職
能
分
化
の
推
移
を
見
る
た
め
に、

資
料
と
し
て
固
定
読
本

名詞+であらう
名詞+でせう
名詞+でありませう

2 

26 

1 
17 : 3 9  113 138 132 252 22 

(3 9.5 ): (63 .9): (58 .5 ): (53 .4 ): (53 .9): (62 .2 ): (91.7 ) 

1 

を
取
り
上
げ
た。

第
一

期
か
ら
第
六
期(
さ
ら
に
そ
の

昭
二
四
版)
へ
か
け
て
〔
明
治
以
降
今
日
ま
で
の
中
期

五
0
年
間
弱〕
「
う
・
ょ
う」

の
意
志
系
が
漸
増
し、

推
量
系
が
漸
減
し
て
き
で
い
る。

ま
た、

推
量
系
の

る

意
味
を
示
す
の
に
「
う
・
ょ
う」

単
独
で
の
用
法
が

げ

漸
減
し、

そ
の
複
合
形
「
だ
ら
う
・
で
あ
ら
う
・
で

叫

せ
う
・
で
あ
り
ま
せ
う」

等
の
用
法
が
漸
増
し
て
き

レ」群

て
い
る。

内J行

ウ

「
う
・
ょ
う」

の
承
接
形
態
別
の
数
は
各
期
あ
ま

が、

り
変
化
が
な
い
。
「
た
ら
+
う」

は
第
三
期
(
大
七)

M

以
降
に
遅
れ
て
登
場
す
る
が、

こ
れ
は
や
が
て
減
少

M

傾
向
に
転
じ
た
形
態
か
と
思
う。

今
日
の
書
き
こ
と

吋
か
切

ば
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
承
接
形
態
は、

固
定
読
本

計
か
ゆ

で
も
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

川
此
れ

エ

推
量
の
「
う・
ょ
う」

は
後
々
ま
で
文
中
に
残
り、

の
算
て

も
は
し

文
末
の
そ
れ
は、

徐
々
に
で
は
あ
る
が、

ダ
ラ
ウ
群

る
に
化

す
計
勢

に
と
っ
て
替
ら
れ
た。

応

で

優

対
小山

知

オ

推
量
の
ウ
群
は、

お
お
む
ね
期
を
追
っ
て、

そ
れ

ドK
9匂

“戦

止
措
一

と
類
義
で
対
を
な
す
ダ
ラ
ウ
群
に
と
っ
て
替
ら
れ
て

勺
勺
日

い
る。

主
な
交
替
を
年
代
順
に
挙
げ
れ
ば、
「
動
調
+

注

う
↓
動
調
+
だ
ら
う」
「
動
詞
+
ま
せ
+
う
↓
動
詞
+

で
せ
う」、

や
や
遅
れ
て
「
形
容
詞
+
う
↓
形
容
調
+
だ
ら
う
」

で
あ
る。

カ

ウ
群
と
交
替
で
き
な
い
独
自
の
ダ
ラ
ウ
群
は、

緩
慢
で
は
あ
る
が
徐
々
に

使
用
率
を
高
め
て
き
て
い
る。

キ

右
の
イ
に
述
べ
た
職
能
の
分
化
推
移
は、

オ
を
柱
に、

カ
の
加
わ
っ
た
事



象
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
る 。

ウとダロウの職能分化史

注
1
中
村
通
夫(一
九
四
八)
を
は
じ
め
松
村
明(一
九
七
七) 、
田
中
章
夫(一

九
九
二
な
ど
に
も
言
及
が
あ
る。

注
2
古
田
東
朔
(一
九
八
二)
ほ
か
を
参
照 。

注
3

通
時
的
に、
ま
た
共
時
的
に
ま
と
め
る
時
は
「
ウ
群」
「
ダ
ラ
ウ
群」 、
標
題

の
「
ダ
ロ
ウ」
の
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
を
用い
る。

注
4
た
だ
し、
内
的
職

能
は 、
語
と
し
て
の
結
合
度と
待
遇
度
にお
い
て
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
る。
「
状
名
詞」
の
呼
称
は
渡
辺
実
(一
九
七
こ
に
従
う 。

注
5
「
係り
部」
に
対
す
る
も
の
で、
述
語か
ら
文
末・節
末
ま
で
を
言
う 。
〈
読

ま
|
せ
|

ら
れ
|

て
し
まっ
|

て
い
l

そ
う
ー
で
ー
な
かっ
た
l

ら
し
い

ぜ〉
も一
つ
の
受
け
部
で
あ
る。
ア
ス
ペ
ク
ト
な
ど
を
担
う
補
助

動
詞
もこ
こ

に
は
含
ま
れ
る。
「
聞
く」

の
「
述
語」 、
「
聞
か
れ
た」

の
「
述
語
文
節」 、
「
聞

か
せ
て
い
た
ね」
の
「
述
語
連
文
節」
も
すべ
て
「
受
け
部」
一
つ
で

済
ま
す

こ
と
が
出
来
て
便
利
で
あ
る。
こ
れ
に
当
た
る
も
の
を
「
述
語」
や
「
述
語
文

節」
で

呼
ぶ
研
究
者
も
あ
る。
似
た

趣
旨
の
こ
と
は
佐
伯
哲
夫
(一
九
八
三)

で
も
述べ
た。

注
6
資
料
中
で
は
右
の一
例
き
り
で
あ
り、
今
の
私
個
人
の
語
感
に
照
ら
せ
ば
少

し
不
自
然
で
あ
る
が 、
と
も
か
く
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で、
こ
れ
は
後
の
三

|二
お
よ
び
表
8
に
取
り
上
げ
る。

注
7
こ
こ
に
扱
う
も
の
は
標
本
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て
い
な
い
が 、
一
つ
の
目

安
を
得
る
た
め
に、
そ
れ
を
仮
に
備
え
て
い
る
と
見
て
比
率
の
検
定
を
行っ
て

み
る。
以
下 、
傍
線
を
付
し
た

数
値
は
危
険
率
5
%
で
有
意
差
の
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る。

注
8
ま
ぎ
れ
排
除
の
た
め
の
職

能
分
化
と
い
う
こ
と
で
は 、
可
能
表
現
にお
け
る

「
見
れ
る」
「
来
れ
る」
な
ど
の、
い
わ
ゆ
る
「
ら
抜
き
言
葉」
の
方
向
と
も
軌

安二
に
す
る
か
と
思
わ
れ
る。
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